
 

 

 

 

 

１.授業改善のための視点 
    
①｢仲間との学び合い｣を生み出すための具体的な
声かけ表の活用       【保健体育科】       

②学習内容のつながりに見通しをもち，筋道立て
て考察できる姿を生み出す必然ある課題提示の
工夫            【数学科】       

③学びの実感(生徒の自己評価)と到達度(教師の観
点別評価)の評価分析から生徒と教師のズレを
なくし，個に合った指導を生み出す工夫    

【美術科】 

２.具体的な実践 

①具体的な声かけ表 

 ｢もっと声出して｣｢班の仲間にアドバイスをし

て。｣｢もっと，○○なアドバイスができるといい

な。｣と保健体育の学習活動では，集団の側面から，

よく教師が学習活動中に述べる言葉である。 

 しかし，毎時間このように教師が声かけをして

いては，学習活動での個の伸びは得られない。そ

こでこうした問題点を改善するために，次のカー

ドを学習活動の導入で配布し，学習活動に取り組

んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その結果，生徒一人一人が自分に合ったアドバ

イスの仕方や声かけのやり方を選択肢し，学習活 

動中に，全員が声をかけることができるようにな

った。 

 

②必然ある課題提示 

 どの教科においても｢課題提示までの時間が長

い｣｢課題を提示しない｣等の課題がある。こうした

課題を克服するために，数学科の板書を参考にす

るように啓発を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 数学科の学習活動では，まず初めに｢既習｣から

始まり｢問題提示｣を行う。その問題提示から筋道

立てて考察することを通して，本時の課題へとつ

なげている。考察することが必然ある課題づくり

へとつながると考え取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その結果，既習内容をもう一度理解し，本時の

学習内容とつなげて考え，判断し，問題解決に取

り組んでいく生徒が増えた。 

 

③個に合った指導の生みだし 

 ｢先生，どうして私は○○を頑張ったのに，評価

が△△なんですか？｣という言葉が評定を出した

時に聴かれることがある。これは，生徒の学習活

動での学びの実感と到達度(教師の観点別評価)の

ズレがあるからではないかと考えられる。そこで，

美術科では，左のように生徒にアンケートを取り，

生徒の実感と教師の評価を照らし合わせどれくら

いのズレが出るのかをグラフ化し，生徒への手立

てを立てることにした。 

 その結果，一人一人が何を必要としているのか。

また，Ａの生徒をさらに伸ばすために何が手立て

として必要なのかを考えることができた。 
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～｢できる・分かる｣を実感するため学習指導～     
 

○月○日(○) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


